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私
た
ち
の
敬
愛
す
る
薗
田
香
融
先
生
に
は
、
去
る
二
〇
一
六
年
八
月
四
日
、
入
院
先
で
あ
る
和
歌
山
市
の
堀
口
記
念
病
院
に
お
い
て
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
七
。
二
〇
〇
九
年
三
月
の
傘
寿
の
お
祝
い
会
前
後
か
ら
は
、
肺
の
機
能
を
補
う
た
め
酸
素
ボ
ン
ベ
を
携
帯
し
て
お
ら
れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
各
地
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
博
物
館
な
ど
に
出
か
け
て
お
ら
れ
た
。
今
年
一
月
に
腰
を
痛
め
て
入
院
さ
れ
た
の
は
、
さ
す
が
に
心
配
で
あ
っ
た
が
、
暖
か
く
な
れ
ば
ご
退
院
の
予
定
と
う
か
が
い
、
楽
観
し
て
い
た
の
で
、
急
な
訃
報
に
接
し
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
八
月
八
日
に
お
通
夜
、
九
日
に
告
別
式
が
行
わ
れ
た
が
、
猛
暑
の
中
、
宗
門
関
係
、
和
歌
山
市
・
和
歌
山
県
関
係
、
関
西
大
学
・
京
都
大
学
関
係
、
日
本
古
代
史
・
仏
教
史
関
係
な
ど
の
弔
問
者
が
大
勢
詰
め
か
け
、
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
薗
田
先
生
は
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
和
歌
山
市
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
第
三
高
等
学
校
を
へ
て
、
一
九
四
八
年
に
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
の
ご
卒
業
後
は
、
同
大
学
大
学
院
に
進
学
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
六
月
に
関
西
大
学
に
助
手
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
専
任
講
師
・
助
教
授
を
へ
て
、
一
九
六
五
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
）
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
実
に
約
四
十
六
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
関
西
大
学
に
在
職
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
恩
師
の
横
田
健
一
先
生
と
と
も
に
関
西
大
学
古
代
史
研
究
会
を
主
宰
さ
れ
、
多
く
の
古
代
史
研
究
者
・
考
古
学
研
究
者
を
育
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
科
の
ま
と
め
役
と
し
て
長
年
骨
を
折
り
、
同
窓
会
の
創
設
・
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
た
。
本
学
の
史
学
・
地
理
学
部
門
が
長
く
繁
栄
し
た
の
は
、
薗
田
先
生
が
表
看
板
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
も
支
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
与
っ
て
い
る
。
第
三
高
等
学
校
に
お
い
て
横
田
健
一
先
生
、
京
都
大
学
・
同
大
学
院
に
お
い
て
柴
田
實
・
赤
松
俊
秀
・
那
波
利
貞
の
諸
先
生
に
学
び
、
日
本
古
代
の
仏
教
史
・
政
治
史
の
研
究
を
志
さ
れ
た
薗
田
先
生
は
、
大
学
院
生
時
代
か
ら
粒
ぞ
ろ
い
の
名
論
文
を
次
々
に
発
表
さ
れ
、
や
が
て
戦
後
を
代
表
す
る
古
代
史
家
と
し
て
万
人
の
認
め
る
存
在
と
な
ら
れ
た
。『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』（
一
九
八
一
年
）
に
結
実
し
た
正
税
帳
や
出
挙
に
関
す
る
緻
密
な
ご
研
究
、『
平
安
仏
教
の
研
究
』（
一
九
八
一
年
）
に
集
成
さ
れ
た
山
林
仏
教
や
最
澄
の
東
国
伝
道
に
関
す
る
透
徹
し
た
ご
研
究
、『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』（
一
九
九
二
年
）
薗
田
香
融
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む
西
本
昌
弘
―１ ―
に
ま
と
め
ら
れ
た
藤
原
仲
麻
呂
や
紀
国
造
の
精
密
な
ご
研
究
な
ど
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
重
厚
な
業
績
と
し
て
、
現
在
も
通
説
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紀
伊
半
島
に
お
け
る
仏
教
関
係
史
料
を
集
成
し
、
詳
細
な
解
説
を
付
し
た
『
南
紀
寺
社
史
料
』
（
二
〇
〇
八
年
）
は
、
二
〇
余
年
間
に
わ
た
る
共
同
研
究
の
成
果
を
凝
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
古
代
仏
教
の
伝
来
と
受
容
』
に
は
、
か
の
有
名
な
間
写
経
や
最
澄
の
思
想
に
関
す
る
ご
論
考
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ジ
ア
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
仏
教
の
伝
播
を
論
じ
た
力
作
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
米
寿
を
迎
え
る
八
十
七
歳
で
の
ご
出
版
に
、
受
講
生
一
同
、
大
変
驚
く
と
と
も
に
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
薗
田
史
学
の
真
骨
頂
は
、
精
緻
な
実
証
と
明
快
な
論
理
に
よ
っ
て
、
説
得
力
あ
ふ
れ
る
新
見
解
を
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
広
い
視
野
か
ら
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
卓
越
し
た
能
力
を
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
先
生
の
学
問
に
魅
了
さ
れ
た
研
究
者
は
数
多
く
、
各
地
の
大
学
か
ら
先
生
を
慕
う
門
下
生
が
集
ま
っ
て
き
た
。
先
生
の
探
究
心
は
病
床
で
も
衰
え
る
こ
と
が
な
く
、
最
澄
の
「
照
千
一
隅
」
問
題
や
「
石
山
本
願
寺
」
の
呼
称
問
題
の
行
方
に
最
後
ま
で
関
心
を
寄
せ
、
先
生
な
り
の
解
決
を
目
指
さ
れ
て
い
た
。
研
究
へ
の
あ
く
な
き
執
念
に
は
感
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。
大
学
運
営
の
面
で
は
、
一
九
六
九
年
と
一
九
七
四
年
に
文
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た
。
最
初
の
学
部
長
時
代
は
関
大
の
学
園
紛
争
が
も
っ
と
も
激
し
く
な
っ
た
時
期
で
、
先
生
は
学
長
事
務
代
行
代
理
に
任
命
さ
れ
、
難
局
の
収
拾
に
当
た
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
先
生
は
、『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
に
「
国
家
仏
教
と
社
会
生
活
」
と
い
う
ご
論
考
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
が
、
多
忙
の
た
め
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
の
で
、
学
生
・
機
動
隊
が
取
り
囲
む
夜
中
の
関
西
大
学
ま
で
、
岩
波
書
店
の
重
役
が
原
稿
の
督
促
に
来
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
近
著
の
あ
と
が
き
で
披
露
さ
れ
て
い
る
。
関
大
古
代
史
研
究
会
の
先
駆
け
と
な
る
続
日
本
紀
輪
読
会
が
、
先
生
と
学
生
三
名
と
で
は
じ
ま
っ
た
の
も
、
こ
の
学
園
紛
争
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
関
西
大
学
の
百
周
年
に
あ
た
っ
て
は
、『
大
学
百
年
史
』
の
執
筆
・
編
集
・
監
修
に
奔
走
さ
れ
、
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
遺
跡
を
発
掘
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
先
生
は
副
本
部
長
に
就
任
さ
れ
、
本
部
長
の
網
干
善
教
教
授
を
支
え
な
が
ら
、
日
本
・
イ
ン
ド
の
共
同
発
掘
を
指
揮
さ
れ
た
。
先
生
は
学
外
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
。
一
九
六
三
年
以
降
、
和
歌
山
市
で
は
岩
橋
千
塚
を
は
じ
め
と
す
る
古
墳
群
の
発
掘
調
査
を
牽
引
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
は
和
歌
山
県
野
上
町
の
小
川
地
区
で
天
平
年
間
の
「
御
毛
寺
知
識
経
」
を
含
む
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
を
発
見
し
、
こ
れ
を
学
界
に
紹
介
さ
1999年 3月 13日 古稀記念祝賀会にて
― ２ ―
れ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
史
・
和
歌
山
県
史
・
吹
田
市
史
・
和
歌
山
市
史
の
編
纂
に
尽
力
さ
れ
た
。
一
九
八
九
年
に
和
歌
山
市
の
和
歌
の
浦
に
お
い
て
「
新
不
老
橋
」
の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
る
と
、
先
生
は
こ
の
車
道
橋
は
和
歌
の
浦
の
歴
史
的
景
観
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
反
対
す
る
住
民
訴
訟
の
原
告
団
長
に
就
任
さ
れ
た
。
こ
れ
は
住
民
の
景
観
利
益
に
注
目
し
た
最
初
の
訴
訟
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
研
究
に
対
す
る
と
同
じ
厳
し
さ
を
も
っ
て
、
社
会
正
義
を
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
指
導
研
究
員
や
研
究
顧
問
を
長
く
務
め
ら
れ
、
仏
教
史
学
会
会
長
、
大
阪
歴
史
学
会
代
表
委
員
・
同
事
務
局
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的
な
学
会
活
動
の
面
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
最
後
に
教
育
の
面
で
は
、
先
生
は
大
変
厳
し
い
指
導
を
さ
れ
た
と
聞
き
及
ぶ
。
先
生
の
犀
利
な
頭
脳
は
、
学
生
・
院
生
の
報
告
や
論
文
の
問
題
点
・
誤
り
を
瞬
時
に
見
破
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
学
部
生
の
ゼ
ミ
旅
行
や
大
学
院
生
の
研
修
旅
行
を
熱
心
に
催
さ
れ
、
日
本
各
地
の
史
跡
や
寺
社
を
訪
ね
て
は
、
学
生
・
院
生
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た
。
普
段
の
教
室
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
先
生
の
一
面
に
触
れ
て
、
認
識
を
改
め
た
り
、
親
近
感
を
深
く
し
た
人
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
先
生
は
卒
業
生
の
行
く
末
に
も
細
や
か
な
配
慮
を
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
本
務
校
以
外
で
も
、
先
生
は
東
北
大
学
・
京
都
大
学
・
大
阪
大
学
・
富
山
大
学
な
ど
に
も
ご
出
講
さ
れ
、
各
地
に
門
下
生
を
増
や
し
て
い
か
れ
た
。
薗
田
先
生
の
ご
発
案
で
、
二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
年
に
一
回
、
同
窓
会
を
兼
ね
た
関
西
大
学
古
代
史
研
究
会
の
懇
談
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
新
大
阪
・
関
西
大
学
・
和
歌
山
市
な
ど
と
会
場
を
変
え
な
が
ら
、
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
先
生
み
ず
か
ら
「
法
師
天
皇
考
」、「
本
願
寺
史
へ
の
一
断
想
」
な
ど
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
横
田
健
一
先
生
ご
夫
妻
も
お
招
き
し
て
、
新
旧
会
員
の
交
流
を
は
か
る
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。
若
い
学
生
・
院
生
が
薗
田
先
生
の
謦
咳
に
接
す
る
よ
い
機
会
と
も
な
り
、
先
輩
諸
氏
と
懇
親
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
と
も
な
っ
た
。
最
後
ま
で
学
問
へ
の
探
究
心
を
失
わ
ず
、
門
下
生
・
受
講
生
と
と
も
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
を
実
践
さ
れ
た
先
生
に
は
、
ま
こ
と
に
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
。
先
生
の
生
前
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
― ３ ―
